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火災

施設
破壊

事故

災害・事故の発生
有害化学物質
の発生

燃焼副生物
の発生

容器破壊

反応生成物
の発生

一般環境への
拡散

大気経由
の拡散

水環境へ
の流出

土壌への
放出

残留、影響、
対策

大気・水の
継続的汚染

水道施設等
への到達

地下水等の
継続的汚染

時間経過
（例えば）1時間 1日 10日 100日

化学物質リスクの発生

当事者 作業環境
労働者 一般環境

本研究の注目領域

消防防災

危険物等災害

施設内火災・防
災対応手順など

物質の環境
有害性情報

事故対応者 自治体担当部局 住民
通報

対策

情報、対策

対応、疑問

事故への対処 周辺環境の状況把握 住民への対応

モニタリング
技術

予測
技術 対処方針

リスク情報

対策
技術

評価
技術・情報物質の物理

化学的情報

事象の推移とともに必要な情報が推移する
 それぞれの立場や目的に応じて必要な情報が異なる
 どの情報や方法も迅速に取り出せることが望ましい

事象の推移と必要情報の変化

対処方法、避難など

統合的リスク管理に
資する

情報基盤システム
（Webシステム）
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情報基盤の開発経緯と今後
 情報基盤の開発

 誘導→検索→情報の3階層からなるWebシステムとして開発を実施
 各サブテーマの成果を効率的に使いやすく取り込む
 外部の情報源も可能な範囲で取り込む（リンクとしての整備含む）
 システムの骨格が完成したところで演習による検討に進め、適宜修正や新規機

能を追加してきた
 机上演習による情報基盤の開発

 開発前に情報基盤システムのイメージ（どのようなことが出来る必要がある
か）をメンバーで共有

 過去事例に基づいて5シナリオを構成
 現場に直面した担当専門家になったつもりで机上演習を実施

• シナリオごとに各段階で要求される情報や技術を整理
• 情報基盤や各研究担当への要請事項の整理・共有

 複数回の机上演習でメンバーからの意見聴取とシステム改良を
繰り返し開発・改良を進めた

 本日の演習でより広い方からのご意見を受けて最終調整後に公開する
 情報量としてもシステムとしてもまだ発展途上
 公開後の継続的な情報蓄積やシステム改良が重要
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情報基盤システム（Webページ）
 トップページにいくつかのメニューを配置し、
様々な専門性や異なる目的をもった利用者に配慮

 公開に向けて準備中（本日午後に演習を予定）

状況別メニュー
目的別メニュー
情報全体から検索
リンク集

トップページ



5

情報基盤システムの構成・考え方
 多角的な誘導・遷移と内部相互リンクにより高い利便性と
多様な利用者・状況への対応力の両立を目指している

誘導・
検索

検索・
絞込等

個別
情報

情報タグによる検索状況別メニューに
よる誘導

目的別メニューに
よる誘導

個別
情報の
表示

物質の
情報
一覧

【事前】【発生直後】
【調査・検討】

など

【物質】【地図】
【分析法】
【曝露予測】

など

概要

情報タグ

一般情報

物質リスト

基本情報

毒性情報

関連する情報種別

リンク

物質カテゴリ

物質検索
・名称から
・カテゴリ
から

地図検索

暴露
予測

モデル
結果

条件設定

結果一覧

発災シナリオと
ケーススタディ

条件設定

事例
一覧

物質選択

候補技術

条件設定

リスト

分析法
検索

除去技術
検索
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メニュー
 クリックするとサブメニューが表示され、クリックでさらに詳細が表示される

状況別メニュー 目的別メニュー
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機能紹介（物質検索の一例）
 複数のカテゴリに合致する物質を絞
り込む

 情報はデータベースで管理している
ため、追加や変更が容易に可能

該当物質数

カテゴリの選択

物質リスト

色と臭い

物性
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機能紹介（情報全体から検索）

事前 事中 直後 残留・
長期

対象地域・
時刻

対象
物質

環境
情報 ・・・

横（時間推移）

縦（情報の性質別）

【①起動要因の選択】
自然災害？事故？など

【②シナリオ要素の選択】
・“情報タグ”を２次元で整理
・階層的な情報タグ分類
（大（縦、横）、中、小）

【③該当件数】
情報の種類別に件数を表示

【④該当情報のリスト】

情報タグで絞り込み

 適切な“情報”の整備と有効なタグ付けが必要
 引き続き、収集・整備と改善を進めたい
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機能紹介（地図情報検索）
 地図での検索やユーザーデータの入力・表示、
同一地点の外部サイトへのリンクなどを実装

機能をタブ
で整理

・背景マップ選択
・緯度経度の取得
・マップのインポート・エクスポート
・アメダスデータ取得など

PRTR届出データ描画
・物質選択
・業種選択
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機能紹介（リンク集）

外部リンクの分類（括弧内はリンクの数）
1. 事故事例（１１）
2. 一般化学物質の安全や取扱に関する方法（８）
3. 化学製品・試薬・医薬品・農薬・添加物（１０）
4. 化学物質の毒性（５）
5. 緊急時のガイドラインや作業環境・一般環境における許容
濃度等（１２）

6. 災害・事故等のリスク管理における対策オプション（４）
7. 総合的な化学物質情報検索サイト（１１）
8. 化学物質の環境中濃度（４）
9. 事故調査記録・研究報告等（１６）

リンク一覧

 分類別に外部リンクを整理
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ご清聴ありがとうございました。

本日最後に本システムについての
演習がありますので是非ご参加ください。
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